ロシア　ブンガク　ノ　アオ　ガイト　ガズダーノフ　ノ　バアイ by 宮川 絹代 & Kinuyo Miyagawa
93
ロシア文学の青̶̶ガイト・ガズダーノフの場合
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については，Miyagawa, Kinuyo, The Semantics of Blue in Russian Émigré Literature of the First 
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るように，ヴォルフの目は，繰り返し「不動の」（3: 95, 97, 101-102）と形容される。これが，
生きているヴォルフのなかに宿る死のイメージなのは，疑いようもない。また，かつてヴォ
ルフと恋愛関係にあり，強い影響を受け，その後，偶然に語り手の恋人となっているエレー
























『ある旅の物語』（« История одного путешествия »）（1938）のなかで，マックス・シトゥ
クという死すべき人間を運んでいく汽車の色が青いのも，偶然ではない。
彼を連れ去った汽車は，何度も戻り，再び同じウエストバーンホフから離れたが， 










































































































































































指摘している（Кибальник С. А. Буддистский код романов Гайто Газданова // Русская литература . 2008, 
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フレッドやマリの再生に見ていた「世界の建設」（3: 467, 4: 110）を，「年長の世代」に
見出している。過去を不動のものとして葬り去っていくところに動きはない。けれども，
過去が「無」に帰する可能性を知りつつ，それを新たに作り変えていくところに，生の動
きがある。それゆえ，ノスタルジーもまた，不動の過去ではなく，ファンタジーの産物と
捉えられる。このようなロシア人亡命者のイメージは，青のイメージと重なり合う。ガズ
ダーノフが，「年長の世代」による青の象徴化を意識したかどうかは不明であるが，青の
イメージに凝縮された「年長の世代」のノスタルジーが，ガズダーノフにおいても他なら
ぬ青に現れた生のイメージと結びつくのは，偶然であれ，青の「心理的生理的なもの」を
示唆するように見える。そして，たとえ，ロシア文学の伝統において脈々と続く青の対話
の記憶が，ガズダーノフの意識するところではなかったとしても，そのテクストに現れた
青は，確かにその対話に加わり，ロシア文学のプロセスのなかで，一つの独自の青のイメー
ジを示していることに変わりない。
